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．はじめに
近年の未曾有の不況、グローバル社会の進展、並びに他地域との競争激化の中で、多くの地
域で観光振興が注目されている。しかし、観光振興を行う上で、様々な課題（ 訪問客の
ニーズの多様化、訪問客受入に対する地域住民の理解不足、地域住民の理解と訪問客満足の関
連性の分析の不足 他）が地域に存在する。このような状況下において、政策立案者や地域住
民等から持続可能な観光地（ ）を実現するための分析枠組の構築が期待さ
れている。観光地を分析するためには、様々なアクター（訪問客、観光商品・サービス提供
者、ホスト地域の政府、ホスト・コミュニティ）を導入した分析（
）、様々な学問分野を包括した学際的アプローチ（ ）、観光がもたら
す地域へのインパクトの分析（ ）等、包括的に観光地を分析する必要が
ある。
このように、複雑な観光地を分析する際、持続可能な観光地を実現する上で、他地域との差
別化の要因を明らかにすることが大きなテーマであるが、その要因の つとして、訪問客と地
域住民のインタラクションが指摘されている（ 。そのた
め、地域住民視点から観光開発への行動プロセスを研究することによって、観光マネジメント
の包括的な枠組の提示が可能となると考えられる。しかし、観光開発のインパクトと住民行動
プロセスに焦点を当てた研究が、 年代後半から研究対象として取り上げられるようになっ
てきたが、統一的な概念フレームワークの提示には至っていない。
そこで本研究では、観光地を考察する際に重要となる、観光開発に対する地域住民の肯定的
な態度や行動に繋がる要因、並びに統一的な概念フレームワークの構築に必要な理論の整理を
行う。具体的には、 、
、 （ ）が行った地域住民視点の観光研究に関する学説研究で主に議論さ
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れていた 社会的交換理論 、 観光を通じたインパクト・アプローチ 、社会交換理論とイン
パクト・アプローチを修正し、包括的な概念フレームワークの構築を試みている ホリス
ティック・モデル 、これら既存研究の整理を行う。そして、これらの考察を通じて、観光マ
ネジメント研究の貢献と課題を述べ、今後の研究における方向性を示唆することを本研究の目
的とする。
．サービス・マネジメント視点の観光研究 訪問客満足のアプローチ ）
地域を観光学の視点から考察すると、地域における経済的影響のみならず、環境保全の見
地、地域住民に与える社会的影響等、様々な要素が存在しており、包括的な視点が繰り込まれ
る傾向が強い。 （ ）の
ツーリズムの定義 ）を考察しても、 訪問客 と 移動 が前提となっているように、観光現
象を考察する際に、訪問客の存在は所与のものとして捉えられている。
観光研究における訪問客視点の接近について考察する場合、サービスの特性を考慮する必要
がある（ ）。その特性について、
（ ）は先行研究レビューを通じて、 無形性 不可分性 異質性
消滅性 という有形の製品とは異なる四つの特性に言及している。これらの特性の中で、
（ ）は、サービスの特性として共通している点は 無
形性 であるとし、その理由として、サービスはパフォーマンスであり、サービスは有形の製
品と同じように見たり、感じたり、味わったり、触ったりすることができないからであると述
べている（ ）。このような無形性から派生した特
性により、サービス提供の際、有形の製品を提供する企業とは異なる問題が発生する。例え
ば、顧客とサービス提供者は切り離すことができず、サービスが提供されると同時に消費され
るために品質を一定に保てなくなり、また、サービスが無形であるために、サービスが消滅
し、後に残らないのである。このように、サービス提供企業はサービスを提供する際、無形性
から派生したサービスの特性により、サービス品質が安定しない ばらつき という問題が発
生する。仮に、サービスを提供する観光関連業や観光地が従来のモノ製品に適用されたマーケ
ティングに頼れば、品質をコントロールできず、顧客は否定的なサービス体験を受けるであろ
う。
このように、観光関連業は、サービスの特性によって派生するサービス提供の課題を抱えて
いるが、その課題を解決するために、企業は自社が提供するサービスがどのように顧客に想
像・評価されているかを知る必要があり、これらを計り、次回からのサービス戦略の立案に繋
げる必要がある。この点に関して、サービス・マネジメント、マーケティング分野の中で最も
研究された内容がサービス品質研究である（ ）。サービス品質研
究では、顧客満足に起因するサービス品質の要因、サービス提供のばらつきの解決に力点が置
かれている。多くの既存研究の中でも、 は ばらつき の大きな原因である
無形性 が重要視された構成要素（ 信頼性、応答性、保証性、共感性、物的要素）を提
示し、当モデルは、サービス関連業への潜在的な適用可能性を有しているとされている
（ ）。
しかし、 は多くの研究者から批判を受けている。例えば、サービスは、不可
分性という特徴を有しているため、無形性の要素のみならず、サービス生産を考察する上で
顧客参加 を捉える必要があるが、 モデルにはそれらの視点が不足してい
る。さらに、 （ ）はサービスの品質次元が業種によって異なる 構成
要素の妥当性・汎用性 という課題を指摘しており、多くの論者が構成要素に別の要素を加
え、分析している。その中で、 （ ）は、 を修正し、宿泊施設
に特化したサービス品質の測定モデルとして 、 （ ）は
という観光、レジャーでの訪問客満足測定に焦点を当てた概念を提案した。こ
れらのモデルは、 モデルが抱える業種や特徴によって異なる 構成要素の妥当
性・汎用性 という課題を解決し、観光関連施設や観光地が抱える課題や特徴に合わせた品質
モデルを提案した。
以上、サービス・マネジメント視点の観光研究、特に知覚品質と訪問客満足のアプローチに
ついて概観し、当該アプローチの貢献について述べた。しかし、観光研究における訪問客視点
のアプローチには、二点限界がある。一つは、 訪問客参加 という視点の不足である。訪問
客のリピート化が進展している地域において、観光施設、宿泊施設やアトラクション等の施設
は、価格でしか差別化できない コモディティ化 しており、訪問客は観光地で経験する プ
ロセス の質が他地域との差別化の要因になっていると推測できる。そのため、観光経験を提
供する観光関連業や観光地は、企業・訪問客間のインタラクションをマネジメントする上で、
訪問客参加 を促すフレームワークを提示する必要がある。しかし、このような 訪問客視
点 のアプローチには、観光分野を考察する上で重要となる 訪問客参加の視点 が不足して
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いる。
訪問客視点 のアプローチにおけるもう一つの限界は、 地域住民 という視点の不足で
ある。訪問客の観光経験への評価は、観光地内の観光関連業が提供するサービスのみならず、
地域住民の訪問客への 関与 気遣い といったインタラクションによっても行われる。さ
らに、訪問客と地域住民間のインタラクションは、訪問客のみならず、後述する通り、地域住
民にとっても社会的インパクトをもたらす。つまり、訪問客が異なる文化に触れ、地域住民と
交流するというインタラクションは、地域住民にとっても、地域への満足に繋がるという サ
ティスファクション・ミラー ） を形成すると考えられる。そのため、観光を考察する場合、
訪問客満足・ロイヤルティに繋がる要因の解明と同時に、訪問客と地域住民におけるインタラ
クションのプロセスを探ることが不可欠である。しかし、 訪問客視点 のアプローチには、
観光の大きな要素である 地域住民 の視点が不足している。
．観光開発に対する住民行動のアプローチ
前章では、観光研究における知覚品質、並びに訪問客満足のアプローチの特徴について概説
し、近年の観光研究へのサービス品質や訪問客満足の適用という研究上の貢献について指摘し
た。そして同時に、 訪問客視点 のアプローチには、観光分野を考察する上で重要となる
訪問客参加 地域住民 という視点の不足という課題について言及した。そこで、本章で
は、観光地を考察する際に、重要となる観光開発に対する態度や行動に関して 地域住民 の
視点から概観する。特に本章以降では、 （ ）、
（ ）、 （ ）が行った地域住民視点の観光研究に関する学説研
究で主に議論されていた 社会的交換理論 、 観光を通じたインパクト・アプローチ 、社会
交換理論とインパクト・アプローチを修正し、包括的な概念フレームワークの構築を試みてい
る ホリスティック・モデル 、これらの特徴と課題を指摘する。
社会的交換理論
観光開発を成功させるためには、訪問客や観光サービス提供者、地域住民間のバランスが不
可欠である。実際には、観光地における地域住民は 開発のジレンマ を抱えているものの、
観光地が発展していくためには、地域住民の善意によるところが大きいと指摘されている。こ
のような状況下において、観光開発と地域住民の関係性というテーマが、 年代後半から観
光関連の学会誌（ 、 、
）に取り上げられているように、当該分野の研究は観光分野の大きなテーマの一つ
とされている（ ）。
年代に入ると、地域住民と観光開発に関する関係性の研究において、 社会的交換理論
（ 以下 ） が中心的な議論となった。 は、交換関係にあ
る当事者が交換を行う場合、それによって得られる報酬に価値がある場合、報酬を生み出す可
能性が高い場合、そして知覚コストが交換から生じた利益を超えなければ交換を行うというこ
とが前提となっている（ 橋本 ）。交換を行う当
事者に利益をもたらさない場合、交換関係のアンバランスを回復するように努めるが、それで
も回復しない場合、その交換関係を中断したり、その関係から離脱する（佐々木 ）。
（ ）は、観光地における地域住民と訪問客の 交換 を行う際に生じる社会現象を考察す
るために、 を適用させた（図 参照）。
まず、はじめに ニーズ、満足（ ） であるが、ニーズに対する満足と
は、交換を開始する前提となる要素である。地域住民が交換を行う場合、経済的・社会的な
ニーズのみならず、他地域の住民や文化を通じた地元住民の教育、文化財の復元、動植物の保
護等の ニーズ、満足 がある。そしてニーズがある場合、 ニーズ、満足 と 交換関係
（ ） がリンクされるが（フロー 交換の開始［ ］）、上
記のニーズは地域住民によって内発的に動機づけられた場合もあれば、外部から課されて発生
したニーズの場合もある（ ）。
次に 交換関係 については、交換関係は 先行条件（ ） 交換関係の形態
（ ） によって構成されている。先行条件とは、交換関係の機会や
状況のことであり、主に四つ存在する（ 合理性 利益に対する満足度 互恵性 公正原
理 ）。地域住民は、訪問客と交換を形成する前に、これらの先行条件を認知している。そし
て、先行条件によって、地域住民と訪問客といったアクター間に相互作用が生まれ（フロー
．交換形成［ ］）、 交換関係の形態 へと移行する。交換関係の形態で
は、アクター間の力・依存関係が測定され、そして地域住民が観光に対して肯定的、もしくは
否定的に知覚する理由が説明される。つまり、訪問客と地域住民間との相互作用によって、互
いの力・依存関係に不利益だと感じた場合、地域住民は観光に対して否定的に捉え、他方で、
利益を得ていると感じた場合、肯定的に捉える（ ）。
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交換関係 が行われたのち、交換関係の評価を行うために（フロー ．相互交流の評価
［ ］）、 交換の帰結（ ） へ移る。交換の帰
結は、 アウトプット 行動 成果 によって構成されている。 アウトプット とは、地域
住民にとって有益である物的、社会的な出来事である。 行動 とは、地域住民が行う表立っ
た行動である。 成果 とは訪問客との交流によって得られた心理状態のことである。このよ
うに、交換の帰結によって地域住民が交流を肯定的に評価するのか（フロー ．交流の肯定的
評価（行動の強化）［ （ ）］）、否
定的に評価する（フロー ．交流の否定的評価（態度の取り消し）［
（ ）］）かが決定される。もしくは、フロー にシ
フトする前に、 交換関係 の段階で、地域住民が観光行動に不利益を感じた場合、否定的に
評価することもある（フロー ）。
以上、概説してきたように、これら つのフローを経て、観光における社会的交換が形成さ
れる。 が提示した は、多くの研究者が、地域住民の観光に対する態度を分析する際
に、理論的フレームワークとして適用させており（
）、観光研究分野で注目を集めた理論である
（ ）。そして、観光の視点から を導入する際、地域住民にとって観光関連
業が価値をもたらす場合、もしくは地域住民に生じるコストが利益を超えない場合、必然的に
観光関連業をサポートするということを前提とした（ ）。ただし、 は大きく三点
の限界が指摘されている。
第一に 分析対象の前提条件 である。 は地域住民と訪問客が交流する過程を考察す
ることが必須条件である。しかし、多くの を用いた研究は、地域住民のみに焦点が当て
られている。また、地域の商店街やショッピングモール、アトラクション施設等、訪問客が利
用する場所に地域住民が訪れる場合、訪問客と交流しない、もしくは会話しない場合もある
（ ）。そのため、地域住民と訪問客の交流が前提となっている では、
観光開発に対する住民の態度や行動を分析する上で課題が残る。
第二に 交換される財の認識 である。訪問客との交流自体はどの地域住民にとっても同質
であるが、観光が利益をもたらすと認識している住民と、否定的な見解を示す住民では評価が
異なってくる（ ）。例えば、地域が観光を推進した際、観光で生計を立てて
いる住民と、そうでない住民によって、観光を通じたインパクトの捉え方が異なってくる。そ
のため、地域住民と観光開発に関する関係性を考察する上で、 では限界がある。
第三に で対象となる 人間観 である。 の提唱者であるホーマンズは、分析対
象となる人間をエゴイスティックな 経済人 と捉えている。しかし、訪問客は、基本的に地
域住民と接する際に、取引を求めて来ているわけではないため、地域住民自身の利益を最大化
するというエゴイスティックな動機を前提として、交換関係を見ることができない（岡本，
）。また、地域住民が訪問客と交換関係を持つ際、個人的な経済的な便益のみならず、
様々な点が考慮される。例えば、特に観光で生計を立てていない地域住民に関しては、訪問客
が来ることによって、地域にお金が落ちるという経済的な利点のみならず、地域の治安や環境
保全といった公のメリットも考慮に入れて、観光行動を評価する。以上の点を踏まえ、地域住
民と観光開発に関する関係性を考察する上で、 では限界がある。
観光を通じたインパクト・アプローチ
による経済的・社会的・環境へのインパクトの提示
（ ）は、訪問客と地域住民との交換関係について、特に地域住民の視点から社会的
交換理論を用いて分析した。そして、当該理論は、多くの研究者が地域住民の観光に対する態
度を分析する際に、観光研究分野で注目を集めた理論であるが、分析の際の 分析対象の前提
条件 交換される財の認識 、並びに 人間観 という課題が存在していると前述した。
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図 ．社会的交換プロセスのモデル
出所
一方で、 の課題を解決し、経済人としての個人の報酬のみならず、社会へのメリット
を含めた地域へのインパクトの分析が研究されている。長い期間、観光は地域にとってポジ
ティブな影響をもたらすと考えられていた。しかし、 年代後半から 年代前半にかけた新
たなジェット機の到来、そして急激な国際観光の成長により、観光は、潜在的な経済への影響
と同様に、地域へ否定的な影響をもたらすと見られるようになり、観光開発における肯定的、
否定的なインパクトを分析することは、近年の観光研究の大きなテーマの つとなっている
（ ）。観光開発に関するインパクトに関して、
（ ）は、地域に訪問客や観光関連施設、並びにサービスが集中すると、様々なインパクト
が発生すると指摘している（ 邦訳 ）。そして、これ
らのインパクトとして、 経済的なインパクト（ ） 社会的なインパクト
（ ） 環境へのインパクト（ ））、これら三つのインパク
トがあるとした。
まず初めに経済的なインパクトには、観光開発を通じて得た経済的便益が含まれる。例え
ば、地域は観光を通じて税収効果や雇用創出効果、地域での消費の増加、海外や他地域からの
当該地域への投資を期待している。また、このような直接効果のみならず、地域が訪問客を受
け入れることにより、観光関連業以外の他産業への間接効果がもたらされる。ただし、観光を
通じた経済のインパクトは、肯定的なインパクトだけではない。例えば、地域に多くの訪問客
が訪れることにより、地域の不動産や地域住民が利用していたサービスの価格が上昇したり
（ 地域でのインフレや価格の上昇）、地域にあるアトラクションが訪問客向けであるた
め、地域住民には高すぎて、そこを利用することができない（貧富の差の拡大）、といった否
定的なインパクトも、観光は地域にもたらす場合がある。
次に、社会的なインパクトについてであるが、観光の生産は訪問客の存在が不可欠であるた
め ）、訪問客との交流を通じて、経済面のみならず、社会的なインパクトが地域にもたらされ
る。例えば、地域の生活用水を訪問客に説明することによって当該地域の水のきれいさを知る
（観光による地域への誇りの強化）、あるいは祭りの担い手である若手の減少により、祭りの
運営ができない地域で、訪問客に参加してもらうことにより祭りが復活する（文化の商品化に
よる文化の継承と保存）ことがあるように、観光が地域の再認識・文化の継承の機会となる。
さらに、イスラム圏の訪問客を受け入れることにより、 ハラール を知る機会を得るように、
グローバリゼーションを通じた新たな文化を知る機会の増加 へと繋がる。ただし、訪問客
を狙った詐欺や売春の増加（治安の悪化や犯罪の増加）、元々地域住民向けの商店街が訪問客
向けとなり、扱っている商品が変化する（コミュニティの変化）等、社会への否定的なインパ
クトが生ずる。このように、地域への社会的なインパクトは、訪問客受入を通じて生じたライ
フスタイルの変化に現れる（ 邦訳 ）。
三つ目の環境へのインパクトであるが、自然環境（水、大気、土壌）と同時に環境への変化
も含まれる。例えば、海・川・山で楽しむことのできるエコツーリズムの開発や、訪問客誘致
を意識した景観条例の制定等、観光を通じて、地域への肯定的なインパクトがもたらされる。
一方、観光関連施設の開発の際に発生した土砂が、大雨の後に陸地から海域へ流出したり
（ 環境破壊や汚染）、訪問客がホテル滞在時に、必要以上に水を利用したり（ 環境収容
力の超過）等、観光開発によって、環境への否定的なインパクトが地域にもたらされる。
このように、 （ ）は観光を通じた地域へのインパクトを三つに分類
したが、それぞれの関連性は非常に密接であるため、インパクトの測定やプランニングは複雑
である ）。しかし、観光の否定的なインパクトを緩和することと同時、肯定的なインパクトを
高める上で必要となる測定基準を が提示したことは、実務的な貢献のみな
らず、様々な研究者によって観光を通じた地域への肯定的・否定的インパクトが論じられてい
るように（
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表 ．観光を通じた地域へのインパクト
出所
参照、筆者作成。
観光がもたらす
インパクト
肯定的なインパクト 否定的なインパクト
経済的な
インパクト
消費の増加
雇用創出効果
労働機会の増加
不動産価値や生活水準の向上
サービスやインフラへの投資の増進
フリートレードや海外からの投資の増加
税収の増加 他
地域でのインフレや価格の上昇
地域外からの労働者の流入
季節的失業の増大
貧富の差の拡大
不動産投機の大幅な増大
無秩序な地域の開発や観光サービスへの投資
ローカルオーナシップの損失
公共投資への支出増加 他
社会的な
インパクト
文化の商品化による文化の継承と保存
観光による地域への誇りの強化
コニュニティの再活性化
グローバリゼーションを通じた新たな文化を知る機
会の増加 他
治安の悪化や犯罪の増加
社会の環境収容力の超過
コミュニティの変化
地域の風習や伝統の衰退
真正性の衰退 他
環境への
インパクト
環境への価値の理解
自然の保護
歴史的建造物の保全
自然を利用したレクリエーションの推進 他
環境破壊や汚染
歴史的建造物の破壊
習慣やエコシステムの破壊
環境収容力の超過 他
）、当該研究以降の観光研究を発展させたとい
う意味において、大きな貢献であるといえる（表 参照）。
の貢献と限界
（ ）は、社会へのメリットを含めた地域へのインパクト（経済的・
社会的・環境）を通じて観光地を分析し、これらの研究がその後、様々な研究者によって論じ
られるようになったと前述した。 （ ）の研究以降、観光現象が地域に
もたらすインパクトを測定するための尺度開発が進められたが、観光に対する地域住民の知覚
を経済的・社会的・環境を考慮したインパクトの測定モデルが （ ）
によって提案された 地域住民態度の観光に対するインパクト指標（
以下 ） である。
観光への地域住民の知覚や態度、もしくは行動に関する研究は様々な角度から研究されてい
るが、当該研究に関する統一的な見解は示されていないと指摘されている（
）。 （ ）は、観光地と住民の関係性に関する研究のほとんどは
単一的な尺度しか用いていないという尺度の少なさの課題、ある一定の法則を用いることなく
尺度開発が行われているという尺度開発の手順の課題、観光に対する住民の態度を測定する際
の心理測定法に関する情報の欠如、これらを指摘し、当該分野に関する研究を批判した
（ ）。そして、これらの課題を解決し、観光に関する地域住民
の態度を測定する独自の尺度として を開発した。
は、 地域の観光開発に関する懸念（ ） 個
人やコミュニティのベネフィット（ ） の二因子で構成され
ている、観光を通じた地域へのインパクトが考慮されたモデルである。また、当モデルは、前
述した とは異なり、経済人としての個人の報酬のみならず、社会へのメリットを含めた
地域へのインパクトの分析が可能である。そして、地域住民と訪問客が交流する過程を考察す
ることが必須条件であるという の課題を解決し、分析対象も訪問客と交流する地域住民
のみならず、 では様々な地域住民が分析対象となっている。さらに、 は、同研
究は様々な国・地域での比較研究が行われているが、その中で、小口・大橋（ ）は、
を応用させ、因子に若干の修正を加え（観光推進、観光悪影響、観光による副次効
果）、神奈川県の箱根町で分析を行った。
このように、 は、様々な地域での比較研究を行ったこと、観光におけるインパクト
を測定したこと等、観光分野において大きく貢献した。しかし、 には、課題が二点存
在する。第一に、 分析枠組 である。観光地を分析する際、 地域の観光開発に関する懸念
個人やコミュニティのベネフィット のみならず、様々な分析の可能性
を模索する必要がある。 は、前述した観光に必要な四つのアクターを部分的に取り入
れているものの、具体的には 因子でしか分析されていないという分析上の限界が存在する。
さらに、 を応用させ、三因子で地域住民と観光開発の関係性を分析している小口・大
橋（ ）のモデルに関しても、さらなる検討の余地が残されている（佐々木 ）。
第二の課題は プロセス である。 をはじめとしたインパクトに焦点を当てたモデ
ルは、 とは異なり、個人としての報酬のみならず、社会へのメリットを含めた地域への
インパクトの分析が可能である。そして、 は、地域住民と訪問客が交流する過程を考
察することが必須条件であるという の課題を解決し、分析対象も訪問客と交流する地域
住民のみならず、様々な地域住民が分析対象となっていると前述した。しかし、 は観
光開発に対する地域へのインパクトが強調されており、地域住民が観光開発に対して抱く 態
度 行動 に繋がる プロセス という視点が不足している。
近年の研究の動向とホリスティック・モデル
前節では、観光に対する地域住民の知覚を経済的・社会的・環境を考慮したインパクトの測
定モデルが （ ）によって提案された の貢献と課題に関して概
説した。そして、近年の観光開発に対する態度や行動の研究において、前述した で用い
られている尺度を に追加し、より包括的に分析を行うための ホリスティック・モデ
ル が議論されている。当モデルであるが、主に用いられている因子として、 プレイス・ア
タッチメント（ ） 観光に対する肯定的・否定的なインパクト（経済的・
社会的・環境） 個人の経済的ベネフィット 地域住民の観光に対する態度・行動 等が挙
げられる（
）。
まず プレイス・アタッチメント であるが、プレイス・アタッチメントは 場所への信頼
性（ ） と 場所への同一性（ ） から構成されている（西本
）。 場所への信頼性 とは、 当該地域より、より良い場所は他にはない とい
うように、場所への機能的な愛着を捉える概念であり、個人の特定の目的や活動を支援する特
徴や条件をその場所が備えている。他方で、 場所への同一性 とは、 私は地域の一員である
と感じている というように、地域への感情的な愛着を捉える概念である。これら つの概念
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が強いほど、地域の自然資源に対して配慮行動をすると指摘されているが（
）、この点を観光現象でみると、 プレイス・アタッチメント は満足度やロイヤルティに
いい影響を与えるという研究報告がある（ ）。
次に 観光に対する肯定的・否定的なインパクト（経済的・社会的・環境） については、
観光開発は、前述した通り、地域に大きな影響を与える。肯定的なインパクトに関して、訪問
客の増加により経済が潤い、そのことにより地域での雇用の増加や地域収入の増加によるイン
フラの整備に繋がるような経済的なインパクトがある（
）。また、訪問客が増加することにより、地域への愛着や地域文化へのプライドの創出と
いった社会的なインパクト（ ）、地域の街並み保全の推進や自然資源の
保護といった環境へのインパクト（ ）がもたらされる。
他方で、観光開発が進むことにより、地域の生計費の上昇（ ）、地域経済に
おける観光収入への過度の依存（ ）、観光リーケージ ）の増加
（ ）等、これらの否定的な経済のインパクトが発生する。さらに、地域の伝統芸
能の急速な変化をもたらすといった社会的なインパクト（
）、訪問客が増加することにより、交通渋滞の発生や公園等の施設の利用の制限といった
環境への否定的なインパクトが生じる（
）。これら観光に対する肯定的・否定的なインパクトが、地域住民
の観光に対する行動に影響していく（ ）。
地域住民の観光に対する態度・行動 であるが、この点に関して （ ）は、
地域住民が調査で答えたことを実際行動しているわけではないと 価値行動のギャップ があ
ると当該分野の研究を批判している（ ）。そして、
（ ）は （ ）の研究に、上記ギャップの課題解決の方策を指摘している。
（ ）は、先行研究のレビューの中で、観光を通じた地域への 総合的なイン
パクトへの知覚 、総合的な知覚を基に観光施設、施設のアクティビティ、観光開発業者に対
する 態度 、最後に肯定的、もしくは否定的に 行動 といった関係性に対して問題提起を
している。 （ ）は、地理学の研究分野で用いられる （ ）の
マトリックスを、地域住民の観光に対する態度・行動を分析するために応用し、 態度・行動
による地域住民分類のマトリックス として提示した（図 参照）。このマトリックスは、肯定
的・否定的な 態度 と能動的・受動的な 行動 の軸で構成されている。そして、 能動的
肯定的（興味対象に対して積極的に推し進める） 能動的 否定的（反感に感じていること
に対して積極的に反対する） 受動的 肯定的（興味対象に対して黙認する） 受動的 否定
的（反感に感じていることに対してあきらめて受け入れる） の四つに地域住民を分類し、そ
れら四つの地域住民の 態度 行動 の関係性がリンクしていると言及している
（ ）。このマトリックスに関して、 （ ）が、 知覚
と 態度 は 行動意図 と同義語として捉えることができない（ ）
と指摘しているように、観光開発に対する態度や行動を分析する際に、 態度 や 行動 を
別の概念と捉え、それらの関係性を分析する必要がある。
最後に 個人の経済的ベネフィット については、地域が経済不況の際、観光は個人の経済
的ベネフィットを得る機会と考えられているため、観光を通じたインパクトと有意な関係性が
指摘されている（ ）。特に、観光を通じて経済的に恩恵を受けている地域
住民は、ほとんど恩恵を受けていない住民より、観光を通じた地域へのインパクトを好意的に
捉え、観光開発を支持し、好意的な態度を示す傾向が強い（
）。他方で、 個人の経済的ベネフィット と 観光に対する態度や行動
に関係性が見られないという報告もある。例えば、 （ ）の
トルコのリゾートを対象とした研究では、地元のホテリエはロシア人訪問客に好意的な態度を
示していないが、ビジネスを遂行するために地元住民と海外からの訪問客の文化的不一致を理
解していると指摘されている。この傾向は、観光業に勤めている地域住民がビジネスライクで
訪問客と接していることを意味するが（ ）、前述した 地域住民の観光
に対する態度・行動 と関係しているように、 個人の経済的ベネフィット と 観光に対す
る態度や行動 に有意な関係性が見られないことを示している。ただし、
（ ）の研究対象となったトルコにおける国家の歴史的背景や地域が置かれてい
るマクロ環境 ）等を考察する必要があるように、観光開発に対する態度や行動の研究のさら
なる精緻化が試みられている。
以上、ホリスティック・モデルは、 地域への愛着・依存 観光に対する肯定的・否定的な
インパクト（経済的・社会的・環境） 個人やコミュニティのベネフィット 地域住民の観光
に対する態度・行動 を用いて、観光開発に対する態度や行動を分析している。そして、
、 、双方の課題を解決したホリスティック・モデルは、観光開発に対する態度や行
動を分析する際に、最も包括的なモデルであると言えよう。
観光開発における住民行動の課題に関する一考察
．再考 観光開発に対する住民行動
前章まで、観光開発に対する住民の態度や観光開発への積極的な行動に繋がる要因、並びに
観光を通じた地域へのインパクトのメカニズムを解明するために必要な理論の整理を行った。
具体的には、観光を通じた地域住民の態度や行動をメインとした 、観光開発がもたらす
地域への経済的・社会的・環境へのインパクトにフォーカスされた 、これらの概要と限
界について述べた。さらに、 で用いられている尺度を に追加した ホリスティッ
ク・モデル について概観し、その貢献と課題について指摘した（表 参照）。
ここで、観光開発に対する態度や行動の研究を精緻化し、より包括的なフレームワークの構
築を実現するために、これまで考察してきた議論を再考したい。当該分野の研究を整理する上
で重要な点として 統一的な概念フレームワークの提示 、並びに 過程品質の視点 、これら
二点が存在する。まず始めに、 統一的な概念フレームワークの提示 であるが、
（ ）は、既存研究のレビューを行い、理論志向に基づいた当該研究が示されていないと批
判した。そして、これらの特徴は、新たな研究分野における典型的な探索的調査であるとし、
前章で述べた を提示した（ ）。その後 年以上が経って、 （ ）は
地域住民の観光への知覚に関する研究を、 年から 年までに発行された 論文を基に学
図 ．態度・行動による地域住民分類のマトリックス
出所 （ ）
説研究を行った。これらの研究の中で観光開発に対する態度や行動について、概念フレーム
ワークを用いて分析が行われた研究は 論文である。その内、最も用いられた概念フレーム
ワークは を用いた 論文であったように（ ）、 年以上経って
も、当該分野の研究に関する統一的な見解は示されていない。
統一的な概念フレームワークの提示 に関する他の課題として、概念フレームワークを構
成する因子や因子間の関係性が挙げられる。例えば プレイス・アタッチメント は、観光に
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表 ．観光開発に対する態度や行動の研究
方法論 筆者（例） 主な因子 方法論の特徴と課題
社会的
交換理論
（
）
他
地域住民のニーズ（経済的、
地元住民の教育、文化財の
復元、動植物の保護 他）
観光客との交流を通じた肯
定的・否定的な評価
地域の滞在期間
地域住民の観光に対する行
動 他
分析対象 は地域住民
と訪問客が交流する過程を
考察することが必須条件で
ある。
交換される財の認識 訪問
客との交流自体はどの地域
住民にとっても同質である
が、観光が利益をもたらす
と認識している住民と、否
定的な見解を示す住民では
評価が異なってくる。
地域住民態度の
観光に対する
インパクト指標
（
）
他
地域の観光開発に関する懸
念
個人の経済的ベネフィット
観光に対する肯定的・否定
的なインパクト（経済的・社
会的・環境） 他
分析枠組 特に は二
因子でしか分析されていな
いという分析上の限界が存
在する。
プロセス は観光開
発に対する地域へのインパ
クトが協調されており、地
域住民が観光開発に対して
抱く 態度 行動 に繋が
る プロセス という視点
が不足している。
ホリスティック
・モデル
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）他
プレイス・アタッチメント
観光に対する肯定的・否定
的なインパクト（経済的・社
会的・環境）
個人の経済的ベネフィット
地域住民の観光に対する態
度・行動 他
地域住民と観光開発との関
係性の研究は、様々な要因
を考慮する必要があるが、
当該分析フレームワーク
は、 と 、双方の
利点を取り入れつつ、それ
ぞれの課題を解決した枠組
みとなっている。
出所 （ ）、宮城（ ）参照、筆者作成。
対する行動を理解するため重要であるが、これらの関係性に関する統一的な見解は示されてい
ないと指摘されている（ ）。また、 個人の経済的ベネフィッ
ト は、前述した通り、観光を通じたインパクトと有意な関係性が指摘されているが、他方
で、 （ ）のトルコのリゾートを対象とした研究のように、
個人の経済的ベネフィット と 観光に対する態度や行動 に関係性が見られないという研
究も発表されている。同様に、宮城（ ）の沖縄県在住の学生を対象とした研究において
も、 個人の経済的ベネフィット 観光に対する態度や行動 の間に有意な関係性は見られな
かった。このような既存研究と異なる結果は、学生における観光関連への就職の状況、ホスピ
タリティ業界への就職先としてのイメージや就職後の労働環境・定着率という業界の課題が関
連していると思われる（宮城 ）。このような 統一的な概念フレームワークの提
示 に関する課題について、これまでの多く先行研究の知見を取り入れ、前章で指摘したよう
に、 と 、双方の課題解決を試みたホリスティック・モデルを用いた実証研究の機
会を増やしていくことにより、より包括的な概念フレームワークの構築に繋がるであろう。
観光開発に対する態度や行動の研究を整理する上でもう一つ重要な点である 過程品質の視
点 に関して、観光地で提供される経験には、顧客がサービスに対して望む 必要条件水準
（ ） と 希望水準（ ） が存在するが（
）、結果品質（ ）は必要条件水準が高いため標準なサービス
では満足を得ることは難しい。一方、過程品質（ ）の場合、必要条件水準、
希望水準ともに顧客からの期待度が過程品質と低いため、過程品質の方が訪問客への顧客満足
を訴求しやすい ）。この点に関して、 （ ）は、観光におけ
る 自然 は重要であるが、経験に必ずしも影響を与えるとは言えないと指摘している
（ ）。つまり、自然は訪問客にとって当然の
ことであるために、経験に影響しないが、もし自然に失望したら、訪問客の経験は否定的に作
用する可能性がある。そのため、 （ ）の研究は、 自然 と
いった結果品質のみでは訪問客の満足を獲得することができず、訪問客自身が地域の伝統を知
るための参加型のプログラムや地域住民との交流といった過程品質の必要性を示唆した。ただ
し、これらの過程品質を通じて、訪問客満足、並びにロイヤルティを獲得するためには、地域
住民の積極的な参加、もしくは観光に対する理解が不可欠である。つまり、
（ ）が観光を通じたコストとベネフィットのバランスは、訪問客満足の大きな
要因であると指摘しているように（ ）、訪問客満足を達成
することにより観光地として成功し、その後の持続的な観光地を形成できるかどうかは地域住
民の善意によるところが大きい（ ）。
ここまで、観光開発に対する態度や行動における既存研究の整理とこれらの貢献と課題につ
いて概観した。そして、当該分野の概念フレームワークを構築する上で、 統一的な概念フ
レームワークの提示 、並びに 過程品質の視点 、双方の視点の必要性を指摘した。観光開発
に対する態度や行動に関する統一的な概念フレームワークを構築し、持続可能な観光地を達成
する上でのマネジメントの方法、並びに測定を行う上で、包括的な視点が不可欠であると考え
られる。その際、ホリスティック・モデルは と 、双方の課題解決が試みられてい
る包括的な概念フレームワークであると言えよう。
ただし、ホリスティック・モデルは、観光開発を通じて知覚したインパクトや訪問客に対す
る態度や行動にフォーカスされた概念フレームワークであるため、訪問客視点の過程品質、訪
問客との交流を通じて創造する価値共創の視点が不足している。訪問客受入により、地域住民
が肯定的な 社会的インパクト を得ることができれば、地域住民は、訪問客が満足してもら
えるように地域に受け入れる。そして、訪問客が満足することにより、観光地で消費したり、
訪問後に口コミ等によって地域をアピールしたりする 経済的インパクト をもたらす。この
ように、当該地域への訪問客の受け入れは、経済的、社会的、環境的インパクトをもたらすと
前述したが、訪問客、地域住民、双方が経済的・社会的インパクトをもたらすことができれ
ば、観光地に 正の循環 が達成されると考えられる。そのため、観光地における価値共創を
適用させる上で、訪問客、地域住民、双方の分析視座からどのように観光地での価値生産に関
わっているのかという 相乗効果 を考察し、分析することにより、地域が抱える課題解決の
示唆が可能であると言えよう。
．おわりに
本研究では、観光地を考察する際に、重要となる観光開発に対する肯定的な態度や行動に繋
がる要因、並びに当該分野の統一的な概念フレームワークの構築に必要な理論の整理を行っ
た。具体的には、 （ ）、
（ ）、 （ ）が行った地域住民視点の観光研究に関する学説研究で主に議論さ
れていた 社会的交換理論 、 観光を通じたインパクト・アプローチ 、社会交換理論とイン
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パクト・アプローチを修正し、包括的な概念フレームワークの構築を試みている ホリス
ティック・モデル 、これら既存研究の整理を行った。
これらの考察を通じて、概念フレームワークを構築する上で、 統一的な概念フレームワー
クの提示 、並びに 過程品質の視点 、双方の視点の必要性を指摘した。さらに、観光開発に
対する態度や行動に関する統一的な概念フレームワークを構築し、持続可能な観光地を達成す
る上でのマネジメントの方法、並びに測定を行う上でのホリスティック・モデルの可能性を言
及したが、当該モデルは、観光開発を通じて知覚したインパクトや訪問客に対する態度や行動
にフォーカスされた概念フレームワークであるため、訪問客視点の過程品質や訪問客と地域住
民双方で創りだす価値共創の視点が不足している。そのため、ホリスティック・モデルに 価
値共創 の視点を加味することにより、より包括的で、地域住民・訪問客、双方から分析可能
なフレームワークを観光マネジメントに提示することができよう。
近年の航空機や鉄道、高速道路等交通インフラの発展に伴い、観光地へのアクセスが国内外
ともに容易になりつつあること、さらに、地域への交流人口の増加をきっかけに、自治体の中
には、観光開発に力点を置き、訪問客の獲得を目指すところも出てくるであろう。今後、多く
の観光地が価格競争の脅威にさらされることが予想される中で、訪問客満足の要因となる観光
サービス提供のプロセスを訪問客の視点で管理することと同時に、持続可能な観光地形成のた
めの地域住民の役割を明らかにすることが今後重要になると考えられる。しかし、これまでの
観光地における研究に関して、海外では活発に当領域の研究が行われているが、特に日本国内
ではほとんど海外の研究が紹介されていないという課題が存在する。その上で、本研究が、日
本における観光研究への貢献、及び地域住民と訪問客、双方の視点を加味した統一的な概念フ
レームワーク構築の可能性を示した点は本研究の一つの貢献であると考える。
本研究では、地域住民の態度・行動に関する観光研究を取り上げ、それぞれの貢献、及び課
題を明らかにすることができた。しかし、今回の研究では、実際の観光地における地域住民が
抱えている多様なニーズへの対応や地域における訪問客と地域住民との価値共創の重要性とい
う点に関して実証的に明らかになっていない。さらに、近年、観光開発に対する態度や行動を
分析する際、当該分野の研究の国家・地域間の比較研究が行われるようになっているが
（ ）、このような研究の手法
を通じて、観光開発に対する態度や行動の概念フレームワークへの批判的検討が必要であろ
う。
本研究は、平成 年度大阪商業大学アミューズメント産業研究所研究費を受けて行った
ものである。
〔注〕
）観光学における知覚品質、並びに訪問客満足の研究の議論に関しては、宮城（ ）で詳細にまとめられ
ている。
） では、 を 継続して 年を超えない範囲で、レジャーやビジネス、あるいはその他の
目的で、日常の生活圏外に旅行したり、滞在する人々の活動を指し、訪問地で報酬を得る活動を行うことと
関連しない諸活動（ ） と定義し
ているように、 移動 にフォーカスしている。
） （ ）は，従業員が企業・職務に満足することによって顧客に ミ
ラー効果 をもたらし顧客満足が高まる現象を サティスファクション・ミラー と呼び，従業員満足と顧
客満足は関連させて考えられるべきであると述べている（
）。
） （ ）では、環境へのインパクトを 自然へのインパクト（ ）とし
て説明していたが、 年の研究（ ）では、 環境への重大性（
） に用語を変更している。
）このような特性を、前述した通り、サービス・マネジメントでは 不可分性 と言うが（
）、このような特性は特に 対人サービス で発生するため、すべてのサービス産
業で、消費者が必ず必要であるとは限らない。しかし、観光は訪問客が地域へ訪れて初めて生産されるとい
う特性を有しているため、観光生産に訪問客の存在が不可欠である（ ）。
）この点について、 （ ）は ある観光行動が住民にとって新たな職場や所得を創出す
るかもしれないが、労働時間は、家庭生活、社会的行動およびレクリエーションとは反対の方向に作用する
かもしれない。観光開発は、環境的には害を与えるかもしれないが、かなりの収益をもたらすので、やがて
はそれを汚染の改善のために利用することができる と観光を通じたインパクトの複雑性を指摘している
（ 邦訳 ）。
）リーケージ（漏出 ）とは、地域外での商品やサービスの消費、もしくは貯蓄により、地域の収
入が地域外に漏出してしまうことである（ ）。観光リーケージに関して、国際連合
環境計画（ ）によると、海外資本の旅行オペレーター、航
空機、ホテル、輸入された食品や商品により、インドでは ％ 、タイでは ％、カリブ諸国では ％に達し
ていると報告されている（ ）。
）マーケティングの環境は、大きく マクロ環境 と ミクロ環境 に区分される。前者の特徴は、デモグ
ラフィック環境、経済環境、社会 文化的環境、自然環境、技術的環境、政治 法的環境等、 制御不可能
な環境 である。一方、後者については、企業、供給業者、マーケティング仲介業者、顧客、競合他社、消
費者等、観察して対応しなければならない環境である（ ）。
） 結果品質（ ） とは、サービス組織や提供者とのインタラクションで顧客が得る品質であ
り、サービス提供者と買い手とのインタラクションが終了したときに、顧客に残された もの（ ） で
あり、 はそのようなサービスを 技術的品質 と呼んでいる。しかし、顧客は サービスの探
索、サービスの知覚、サービスへの評価 というサービスを受ける一連の活動の中で、サービス提供者との
様々なインタラクションが存在しているため、サービスの全体的な品質の中には 結果品質 という側面と
同時に、 どのようにサービスが提供されたのか（ ） という 過程品質（ ） の側面が
存在している。 はそのようなサービスを受けるデリバリー・プロセスにかかわる品質を 機能的
品質 と述べている（ ）。
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